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服部 英雄：九州大学比較社会文化学府教授・田染荘応援隊顧問 

景観保存の現地調査の方法を主体として、歴史的景観の復原を行ってきた。文化庁時代から田染荘の保

存について深い関わりをもち、田染荘で行われる御田植祭や収穫祭に学生とともに毎年参加している。 

 
 

海老澤 衷：棚田学会副会長･早稲田大学文学学術院教授 

日本の荘園史研究から出発し、東アジアの水田開拓史、村落景観論を多角的に研究。田染荘保存の契機

となった国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査（昭和56年度～昭和61年度 大分県風土記の丘歴史民俗資

料館）を中心となって実施し、現在でも田染荘の保存に尽力されている。 

 
 

永松 博文：豊後高田市長 

大分県東京事務所長、商工労働部長を歴任後、平成10年豊後高田市長に就任。田染荘をほ場整備すると

いうことで引継を受けるが、田染荘の価値を理解し、率先して地元へ出向き説明を行い、田染荘の保存

を行ってきた。この他、昭和30年代をコンセプトにした昭和の町の取り組みなどを行い、豊後高田市長

13年目を迎える。 

 
 

河野 繁利：荘園の里推進委員会委員長 

荘園の里推進委員会設立にあたり副委員長としてご尽力され、平成17年から委員長を務める。御田植祭、

ほたるの夕べ、収穫祭など景観保存に向けたさまざまな取り組みを行っている。 

 

 

河野 忠臣・洋子ご夫妻：（農泊おふじ） 

平成14年から農家民泊の経営をはじめ、マコモ収穫体験や竹炭体験に加え、お二人のお人柄と料理の上

手さで予約が絶えず、都市との交流が図られている。 
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「田染荘の学術的価値」 
 

 九州大学大学院比較社会文化研究院教授  

 
田染小崎の学術的価値

ということで、私の方か
ら簡単に紹介をさせてい
ただきます。 

スライドに従ってお話
をさせて頂こうと思いま
す。 

田染荘は大分県の北部、
国東半島の付け根の所に
あります。 

 
 
 
 
 
田染荘がなぜ貴重なのか。鎌倉時代の古文書があ

りました。正和４年、今から700年程前の1315年であ
りますが、その古文書が宇佐神宮の方に残っており
ました。 

字が難しくて読みにくいかもしれません。どうい
う事が書いてあるかと言いますと、上洛、自分が京
都に行かないといけないが、万が一の事があるとい
けないので自分の子ども達に所領を分け与えていく。
そして続いてその所領が詳しく書いてある。ぶんご
のくに（豊後国）」、「たしぶのしやう（田染庄）」と
書いてある。田染が登場してくる。田地（でんち）、
畠（はたけ）、それからいろいろな所領とか。田染・
小崎地区のいろんな地がでてきます。「ながまさ」は
田染の小字名です。 

 
 
 
 
 
 
「さるはミ（さるばみ）」もある。「いとながみや

う（糸永名）」も出てまいります。「おやま（小山）」
という地名がありますが、これが小崎地区にも残っ
ているわけです。ほかにもたくさんあります。 

ビデオにもありましたけど、大分県立風土記の丘
歴史民俗資料館（現在は大分県立歴史博物館）でこ
の地区の水田について非常に詳しい調査をしました。 

私達が知っております田んぼの地名というのは大
体が土地台帳に書き上げられた名前であります。 

例えば、登記簿謄本にたくさん地名が書いてあり
ます。農村ですと水田にそれぞれ名前がある。税金
を取る仕事、税務をし易くするためにある広さにま
とめてある。農家の方達はそういう台帳の地名では
広すぎるので、もっと細かい名前いわば通称でそれ
を呼んでおります。 

資料館は聞き取り調査をすすめました。例えば、
上ノ原（かみのはる）を調べていきますと、「ミスミ」

とか「タネノブ」「ミドオ」「イイヅカ」など、そう
いった名前が屋号などで残っていた。それらの多く
がさきほどの正和の古文書の書上地名に一致してい
た。ほかに「池ノ内」「小山」もそうです。 

 
 
 
 
 
 
 正和の古文書、自分の子らにこんな地域、田地

畠地を譲ると書き上げたその地名が今も残っている
ことが分かった。こういう細かい地名を調べていく
と古文書にはなかった地名もある。「ゴクデン」です
とか、「カドタ」とか「ナワシロタ」など、あるいは
「ソウヅガモト」とかいろんな地名が出てきます。 

「マツボリ」もあって、「まつぼり」ってへそくり
のことです。「へそくり」というたんぼがあったのは
自分でこつこつと田んぼを開いていって隠し田にし
て年貢を逃れる。そこを「まつぼり」といっている。 

それから小藤というところに「イマザイキ」とい
う場所がある。私達みたいに歴史をやっている人間
だと、これは「今在家」かな、と思います。「在家」
とは当時「家」のことをそうよびました。「今」とい
うのだから当時は新しい家があった。ただ場所はも
のすごく高い山の上にある。こういうところにも家
があったのだろうかと考える。 

そのように中世的な地名もいくつか残っているよ
うに思います。役場や市役所で土地台帳を見ている
だけではわからない。そういった記憶のみに残って
いる地名を順番に聞き取りする。その成果を地図に
落としていったわけです。 

それから田んぼを作るには農業用水が必要ですけ
ど、用水はいったいどこから来ているのか、田んぼ
１枚１枚の水のかかりかたはどうか、ということで
調査をしました。小崎川という川にかかる堰、例え
ばこの新五郎イゼから入った用水はどの田んぼにか
かって、つぎはどこにかかってと、水が順番にかか
ってくるわけで、一番最後の田んぼへの水は、余っ
ていれば下の用水路に落ちたり川に落ちたりしてま
た再利用される。その井手ごとの特色を調べました。 

 
 
 
 
 
 
それから田の水持ちも調べてある。強湿田を「ぬ

かり田」といいます。常に水がある田んぼで、根腐
れを起こしやすい。用水がなくとも稲はできる。逆
に乾いた田んぼもあって、農業用水を入れて初めて
水田として使える。田ごとの特色を全部調べていっ
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たわけです。ふつうに見た限りでは同じようにみえ
る田んぼでも、それぞれ個性がある。たぶん水田に
なった経緯・時代もちがう。 

延寿寺というお寺の場所は尾崎屋敷といいます。
小崎地区の中心的な人物がいた場所だと思います。
その近くに「カドタ」という田もある。 

「カド」という屋号の家がある。だからこの「カ
ドタ」はカドの家の田んぼという意味かもしれない。
あるいは館の前にある田をよく門田という。その「カ
ドタ」かもしれません。 

「ナワシロタ」もある。なわしろはいつも水があ
る田で、水の心配はない。種もみをまけば発芽する。
昔、厳格なところでは種もみを植えて、ちょっと苗
が出て来た時に霜の被害を受けないように用水から
水をとって、水を張る。朝になって日が当たれば、
水をおとす。それを毎日くりかえす。丁寧な作業を
するところもあります。だから家の近くじゃないと
大変なので「ナワシロタ」は家が近くである。「カド
タ」（門田）も家の近くである。近畿地方には門田と
苗代田がとなりになっているところが多い。ここも
そうなのかもしれない。 

「ソウズガモト」という名前の田があって、「ソウ
ズ（僧都）」だから、お坊さんに関係あるのかなとい
うふうにいう人もいますけど、「ソウズ」というのは
生水（しょうず）であります。古文書のことを「も
んぞ」、所領を「そりやう」と書きます。中世の「そ」
の音と「しょ」の音は近かったらしい。これは生水
が元で、湧き水があるところではないかと思います。
ここでは御田植え祭をやっていたこともあります。
たしかにきゅうに足が抜けなくなるところ、ぬかる
ところがありました。水が湧いているそうです。そ
ういう田は日照り、干ばつの時は強い。 

他の所も同じように水かかりをを調べていきます。
この図は雨引神社の直ぐ下の所ですけど一面広がっ
ている田んぼは赤迫井手という井手が灌漑していき
ます。その上の段には井手の水はかからない。ここ
には湧き水がありました。神社のすぐ脇、その湧き
水が井手がかからない区域を灌漑していた。長期な
日照りがあってもこういうところは太陽の陽を十二
分に受け、水も涸れない。干ばつでも米が豊作。よ
く出来るのでよくこういう田は領主が把握していた。
そして種もみの確保を行っていたところだと思いま
す。 

古文書によって小崎の「ミすミはたけ」とか、「か
どの屋敷」、「飯塚」「ためのぶ」「おやま」など鎌倉
時代以来現地に残っていることがわかりました。「あ
まびき」も古文書で出てきます。 

 
 
 
 
 
 
つまり正和４年、700年前の世界が現在も残ってい

る。重要文化的景観に選定された時に豊後高田市の
方で碑を建てて下さった。「かど」はあべさんのお宅
ですが、そこに正和４年の「かどのいやしき」の場
所であると彫ってある。 
「みすみ」というお宅にも「ミすミはたけ」と出て

くるのはこの辺りということを示した。 
 
 
 
 
 
 

700年前の姿がわかると同時に、元禄の江戸時代の
姿もわかる。それはここに示した絵図が残されてい
るからです。田についての注記がある。上田(じょう
でん)、中田（ちゅうでん）、それから上上田（じょ
うじょうでん）。小崎の家の近くは上々田ですね。い
っぽう山の方を見ると、新（しん）切畑という字が
書いてある。切畑とは焼畑のことです。 

私たちがいまみている
景観とはだいぶちがう。
山に林はあるけれど、薪
を取るから枝はなくて幹
しかない。炭を焼いてい
る周りは幹もなく開かれ
ている。所々切り開いて、
蕎麦を作ったりしている。土地はほぼ完全に人間が
利用する。休ませない。日々の食料を確保するのに
今よりもずっと大変な努力をしていたということも
わかります。 

高札場の跡が現地に残っていまして、重要文化的
景観に選定された後に、やはり碑を建てた。先程の
元禄村絵図にもやはり御札と書いてありまして、そ
の場所が分かるようにしております。 

 
 
 
 
 
 
延寿寺というお寺には応仁二年（１４６８）の年

号を書いた石殿も残されております。 
圃場整備ということを

当時は盛んに行っており
ました。田んぼというの
は、もし人間が作るなら
小さい方が簡単だと思う
んですよね。高さ、傾斜
がありますので小さい田
んぼを沢山作っていくのが楽だと思うんです。事実、
弥生時代や古墳時代はそういう田んぼでしたが、や
がて牛や馬を使うようになると、鋤鍬が使えて効率
の良い水田が必要になる。水田は大型化していきま
した。現在は餌をやるのが大変な牛・馬は姿を消し、
機械になっています。機械に合わせた大型化した圃
場にする。その圃場整備を農林水産省が進めてきた
わけですが、そうしますとそれまでの地形にあわせ
た田んぼ、小規模な田が無くなってしまって、設計
図通りの新しい機械的な直線的な景観になっていき
ます。それは当然に歴史を感じさせない景観です。
圃場整備の基本的考えは灌漑排水分離（「灌排分離」）
です。灌漑用水路と排水路はまったく別の水路にす
る。それまでは灌排併用です。古い田んぼは灌漑さ
れた田の排水がまた灌漑用水になる。一本の水路が
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灌排それぞれの任務を併用する。上の田の排水路が
そのまま下の田の灌漑水路になる。圃場整備をしま
すと灌漑用水と排水をまったく別水路、ちがう位置
にする。こうすれば田の完全な切り替えができるか
ら畑地作物を作りやすい。乾燥化が目的ですから排
水路は非常に深い。そして多くは３面側溝（コンク
リ）だったりする。それまで川にいた魚は田んぼに
は上がれなくなる。田には多くの淡水魚がいる。田
で産卵をする。小さいうちは目立たない。外敵には
食べられない、段々大きくなると鳥に食われやすい。
だけど田んぼの稲がどんどん大きくなって、そこに
隠れることができる。それで大きく育つことができ
る。淡水魚の生息場所というのはほとんど水田だっ
たんですけど、灌排分離ということをしますと、田
んぼに上がっていけない。魚は流れを追って上流に
向かうが、先はコンクリートの壁か、土でも登れな
いほどの段差がある。田つまり面としてあった魚の
生息場所が水路、線だけになってしまった。この事
業が進んだ結果、日本の淡水魚の多くがレッドデー
タブックに載る、絶滅危惧種になりました。 

農水省はそういう圃場
整備による日本の農業の
機械化を進めていた一方、
それだけでは良くないと
いう考えの方もおられま
して、田園空間博物館と
いう事業を行っておりま
した。これについては後ほど詳しいお話があるかと
思いますが、伝統的農業施設の美しい景観、それを
整備・再生していくことによって歴史教育、都市と
の交流、自然観察、体験活動等を展開していくとい
う事業であります。田染荘を残したいという希望、
歴史の分野あるいは文化財の方の分野で発議（発想）
したんですが、実際には育ててくれたのが田園空間
博物館事業だったと思っております。その事業は農
林水産省の補助事業ですから６年という期限がある
んですね。事業は既に修了しています。 

 
 
 
 
 
 
何をやったかは、河野繁利さんからお話があると

思います。それを受けて今度は重要文化的景観で保
存していこうという新しい動きになっております。 

これは皆様方あまりお
聞きになったことが無い
かもしれませんけど、生
業の場所、生活の場所。
歴史的風土によって形成
された景観、それまで景
色の良い所は名勝地に指
定していた。大分県だと耶馬渓です。佐賀県ですと
海の七つ釜とか景色の良いところがある。それは自
然が作ったもの。それに対して人間が働きかけて作
ってきた景観、そういったものを保存しようという
のがこの事業であります。文化的景観はたくさんあ
るけれども、その中で特に重要なものを重要文化的

景観として選定するということです。私どもが今回
ポスターに使わせていただいた「景観の国宝」とい
わさせてもらっています。国東半島には国宝がある。
さらに加えて景観の国宝です。 

いろんな事業に対して補助を行うことができるよ
うになる。実際には補助に対象になる場所は限定さ
れているかもしれませんけど、平成17年に法律（文
化財保護法）を改正して出来ましたので、まだスタ
ートしてから４、５年の新しい制度であります。こ
れに田染荘小崎が選定されました。これを受けて田
染の荘園の里推進委員会ができました。私どもも10
年程前からこれに参加させて頂いております。その
事業では農家民泊ということで現在４軒がやってお
られます。この中で今日、おふじさんにお話をして
もらおうかと思っております。 

 
 
 
 
 
 
それから、ご紹介しておきたいのですが、大分県

では有名だと思いますが、福岡県の方はあまりご存
じないかもしれません。皇太子殿下が平成19年に別
府で行われました「第１回アジア・太平洋水サミッ
ト」の開会式で講演をされまして、その時に田染の
事を紹介されました。大分県の人は相当驚いたと思
います。 

何ておっしゃったかと
いうと、水の有効な利用
法について水サミットで
いわれたました。水は無
限にはない。需要は多い。
絶対的に足りない。瀬戸
内気候の所では特に雨が
降らないので足りない。しかし、それをいろんな知
恵によって有効に使っていく。そのときに田染のス
ライドが出たわけです。 

田染の景観は何世代にもわたる人々の努力で作ら
れたものです。雨引神社の湧き水、赤迫井手もそう
ですが、地形を利用しながらゆるやかな曲線を描い
て水を導いていき、上から下へ行き渡らせて、その
結果生まれたのはこの棚田です。 

 
 
 
 
 
 
これも、長年に渡る人々の知恵と汗の結晶という

事でこの辺り一帯にはこういう文化財が残っている
という事をご紹介されました。 

 
 
 
 
 
さて今日の予定ですが、３時に休憩がございまし

て田染の荘園米を試食、味わって頂くという企画も
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しております。田染米は先程出ました赤迫一帯の田
んぼから採れたお米でヒノヒカリ、今日主催者であ
る私どもで炊こうというふうに考えておりましたけ
れど、地元荘園の里推進委員会女性部の方々が炊い
てくださいます。私達は福岡でも十分おいしいと思
ったんですけれども、福岡の水じゃなく、田染の水
を持って来て炊かないとダメだとのことです。わざ
わざ重い思いをして田染の水を運んで頂き、炊いて
頂きました。ぜひ味わって頂きたいと思います。そ
れから推進委員会では荘園領主を募集しております。
これにぜひ参加頂けたらと思っております。アンケ
ート用紙の下の方に、もし希望される場合には案内
を送りますという事を書いておりますのでよろしく
お願いします。 

ちょっと時間をオーバ
ーしてしまいましたが、
私の方からこれまでの経
緯といかに田染が重要な
意味を持っているかとい
うことをご紹介させて頂
きました。 

引き続きまして、豊後高田市の永松博文市長さん
から豊後高田市の取り組みについてお話を頂きたい
と思います。 
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「豊後高田市の取り組み」 
 

            豊後高田市長   

 
 皆さんこんにちは。ただ
いまご紹介いただきまし
た、豊後高田市長の永松で
ございます。 
 九州大学様におかれま
しては、この田染荘のシン
ポジウムを開催していた
だきまして、本当にありが
とうございます。心から感
謝を申しあげます。そしてまた、服部先生におかれ
ましては、30年前から私ども田染荘の荘園村落の遺
跡調査を推進していただきまして、今回の重要文化
的景観選定を受けさせていただきました。 
 そのご尽力に対して心から感謝申しあげます。そ
れとともに、九州大学で田染荘応援隊を結成してい
ただきまして、私どもの御田植祭や収穫祭にご参加
いただき、本当にありがとうございます。 
 そして今日、沢山の方がこのシンポジウムにお越
しいただきまして本当にありがとうございます。 
 大分県の小っちゃな市のそしてまた小っちゃな田
染荘のシンポジウムにこんなに沢山の方々が来てい
ただくということを本当にありがたく思ってます。 
 我々が非常に憧れている九州大学のシンポジウム
でこういうふうに田染荘のことを説明させていただ
くということに、私は非常に感激しております。 
 私は、平成10年の12月20日に市長になりました。
ちょうど今日が満12年完了日、明日から13年目に入
るということです。私事でありますけれども、実は
私が市長になって間もなく私に会いたいということ
で、今日お越こしになっております海老澤先生と飯
沼先生が来られまして、私に田染荘と田園空間博物
館構想という話をしていただきましたが、当時は市
長になったばっかりでしたのでよく分からなく、そ
のままお聞きしたという状況でございました。 
 そして年が明けた平成11年３月に田染荘小崎の自
治委員さんと10名ほどの方がご一緒に私に会いたい
ということでお越しになりました。「早く圃場整備を
してほしい」ということでございまして、「これはも
う他の所から比べると10年遅れている」、「来年これ
を見過ごすと補助率も下がってしまう」と、その場
合市はどういう責任を取ってくれるんだろうかとい
うことで強く圃場整備を迫られたわけでございます。 
 地区の人たちのお話を聞きますと、「現在の地区の
住民は平均年齢65歳、10年経つと75歳になる、そう
するともう農業が出来なくなる」、「その時に機械化
が出来ていないところは誰も借り手も無い、そうす
ると田が荒れてしまうんだ」と、「そうなれば史跡指
定というような状況では無くなるんですよ」という
事でありまして、私は地域の人たちのお話はもっと
もだと思いました。 
 そういうことで前市長さんにお電話し、お聞きし
ましたらやはり圃場整備すべきだというお話でござ

いました。福岡の方はご存じだろうと思いますが、
前市長さんのお孫さんが今の福岡市長であります。 
 そういうことで、私ももう一度現地を見ましたけ
れども、やはり地域の人の言う通りだという思いが
あり、10年間やっておりました史跡指定検討委員会
を係の者に開いてもらって、そしてその検討委員会
で10年間いろいろ検討していただいた先生方にまず
お詫びを言って、私としては地域の人が言うように
生きている農村景観を保持するためには、農家の協
力がなくてはどうしても出来ない、そして農家の
方々は圃場整備を希望している、その中ではやはり
圃場整備をするしかないということでお話をさせて
いただきました。 
 先生方も、農家の支持なくして史跡指定は無理だ
という私の話に納得をしていただきました。 
 ただ、その時に先生方がおっしゃいましたのは、
日本で唯一という程の良い環境で残っている、この
田染荘が無くなるということは中世の荘園村落の姿
を示すものが全国でも無くなってしまう。なんとし
てでも本当は残したいと。そこで全体の３分の１の
小崎川の左岸側だけでも残すことは出来ないだろう
かという、ご提案を受けました。 
 そこで、私もこのご提案に先生方がいかにこの地
域に強い、熱い熱意を持っているのかということが
分かりました。それと同時に田染荘というものが日
本の歴史の中で非常に貴重な場所であるということ
も学びました。 
 これを壊すということは大変なことだということ
が分かりました。それと同時に、20年間も研究や調
査をされている先生方のこの土地に対する、気持を
踏みにじることが出来ないという、そういう気持ち
でありました。 
 この先生方のその気持ちはわかるんですけれども、
先程も申しましたように、私は市長になったばかり
であります。 
 住民の人たちのこの固い意志を変えることは、至
難なことだと、私はそう思いました。 
 そこで、先生方にご提案を申し上げました。もう
私達だけでは出来ない、だから、説得会の時に、先
生方にもぜひ加勢していただけますか、と。そうす
ると、先生方はそれは加勢してあげます、という話
でございましたので、私も、不退転の気持ちで、田
染荘の保存に向けて、走り出したわけであります。 
 まず、何をしたのかと申しますと、プロジェクト
チームを作って、この田染荘を残す方針を決めまし
た。その中には、私の先程申しました、田園空間博
物館構想というものがどういうものかということ、
それと同時にこの田染だけに圃場整備の地元負担分
も市がだすわけで、他のところは負担金をもらって
ますから、そういうことの中で、他の人たちからど
ういう話になるか、と、いろんな検討をさせまして、
最終的にその方針を決めました。まず第一は、農林
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水産省の田園空間博物館事業を実施することで田染
荘を守ろうと、第二に事業の実施の費用を全て市が
負担しようと、第三に耕作機械が運用可能な最小限
の整備は行わせてもらおうと、その時にもう一つは
２枚が１枚になっても形が変わらなければいい、と
いうことでやっていこうと、第四にこの地域の農業
を田染荘の歴史と風景や田園空間博物館構想で作っ
たもの、そういうものを活用したグリーンツーリズ
ムを押し出していこうということでありました。 
 第五にそれと同時に10年経って農業が出来ない、
そしてまたこの事業が成功しない場合には、市の費
用で圃場整備をもう一度やり直すということを決め
ました。 
 そして、私も含め先生方とともに地元へ説得会に
参りました。地元の人は史跡指定と同じように自分
たちが犠牲者なんだという、そういう気持ちがやは
り強くあったと思います。 
 史跡指定になるとあとの活用が出来ないという認
識を持っていたと思います。 
 だから、まず市は何をしてくれるのか、そういう
ふうなグリーンツーリズムをやるんなら温泉を掘っ
てくれ、ホテルを作れとかそういう話も出たと思い
ます。様々な要求が出ました。 
 そこで私達はこの田園空間博物館事業というもの
は史跡指定とは違うのでいろんなことが出来ますと
いうことを話しますと同時に、やはりこれからとい
うのは、この地域を生かしたグリーンツーリズムで
農業をやっていけば、今まで以上の農業が出来るん
ではないかというご提案をさせていただきました。
同時に、これまで祖先の人が残してくれた、この風
景を私達の代で無くすというのはどうも忍びない、
もう少し残したらどうかという気持ちもありました。
これは皆さん方に何度も何度も説得を重ねてまいり
ました。そういう中で、先程お願いをしましたいろ
んな大学の先生方にも来ていただきまして、この地
域が学術的にいかに素晴らしいところかということ
を地域の人にも知っていただきました。 
 このように学と官が手を結んで事業を進めたとい
うのは、当時も初めてでしたし、たぶん今だってほ
とんどないと思っています。 
 そういう面で私は学の皆さんには、本当に感謝を
しております。 
 感謝とともに、私は本当に自分自身が恵まれた男
であるとそう思っております。先程も申し上げまし
た、調査を担当した大学の先生方が非常に度量の大
きい方々で私は一度も怒られませんでした。 
 史跡指定の検討委員会を設立して10年も待って、
圃場整備をするというのに、納得をしていただきま
した。また、その当時の自治委員さん、豊後高田は
４月から自治員さんに変わります。その自治員さん
が私の考えを理解していただきまして、初代の荘園
の里の推進委員会の委員長になっていただきました。 
 そしてまたねばり強く取り組んでいただきました。
それと同時に私には、素晴らしい部下がおりまして、
当時の農林水産振興課長ですがこの地区の方々に説
得に走り回ってくれました。 
 そして、現在まで、委員会をしっかり守っていた
だいている現委員長、これらの人々がおり、そして、
地区の住民の方が非常に協力していただいて、その

中で田園空間博物館事業ができ、田染荘の現在の形
が残ったということであります。 
 会議というものは反対の人は声が大きくて賛成の
方はあまり声を出さないものです。そうしますとや
はり議事がどうしても前に進まなくなります。 
 そういう時に最後に必ずといっていいほど、当時
80歳のおじいちゃんがおりまして、「みんな市長さん
と一緒に夢を見ようや」と、「わしは年をとっちょる
んで、早く夢を見せちくりぃ」そういう言葉で、会
議が終わりました。 
 このおじいちゃんがいらっしゃったからこそ、ま
た田染荘が残ったからこそ、平成20年に皇太子殿下
がこの田染荘に来ていただきました。 
 たぶん殿下ご自身の意思で来られたと思います。 
 私が知っている限りは、昭和の町だけにいらっし
ゃる予定だったんですが、突然、ある時に田染荘に
警察が入りまして、全部調査しだしたんです。 
 これはひょっとしたら田染荘ではないかと思って
おりましたら、本当に殿下が来ていただきました。
私はこのおじいちゃんも皇太子殿下に紹介させてい
ただきました。 
 おじいちゃんに恩返しが出来たと思っております
けれども、ただ残念なことにこのおじいちゃんは、
もう目が見えませんでした。 
 しかしながら、声はしっかり聞こえておりました。
非常に嬉しく思いました。 
 こうして、田染荘を残すことが決まりましたが、
私が皆さんに提案したのは、先生方の言われた３分
の１でいいということで、３分の１をお願いしまし
た。 
 ところが、全部残りました。それと同時に私は、
２枚が１枚になってもいいと、だけども、これも地
区住民の方々のおかげで、全く変わらない枚数で残
りました。 
 その面では地域の人々の理解が、いかほどだった
かということがあると思います。 
 私は田染荘を保存しようと決めた時に、まず、市
に田染荘担当を作り、現地に張り付けました。そう
いうことは市内の他の地域ではやっておりません。 
 それから国への陳情活動もしました。県にも協力
してもらいました。先進地視察もしました。そして
民宿を作る時には田染荘だけに補助金を出すという
そういう補助金も作りました。 
 推進委員会は、現在の委員長さんをはじめここに
出席されている方々が中心となり、いろんな事業を
していただきました。 
 まず、先程の話が出ました、御田植え祭、それか
ら収穫祭、ウォークそれからまた民宿も４軒、いろ
んな事業に皆さん一致団結してやっていただきまし
た。 
 そして少しずつ前進して来たわけであります。平
成13年から田園空間整備事業をやりまして、この荘
園の里推進員会の皆さん方の取組みによって、この
素晴らしい景色が残りました。 
 そしてまたこれで、この田染荘が残るんだという
ことになりました。 
 それから平成19年に、国の重要文化的景観選定を
目指したわけであります。 
 この選定にあたりましては、私は服部先生、海老
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澤先生、飯沼先生をはじめとする先生方にほとんど
丸投げのような格好でお願いを致しました。この３
年間、先生方には大変なご苦労をお掛けしたと思い
ます。 
 そしてまた、この事業で私は素晴らしい部下を持
つことが出来ました。 
 今日、ここにも来ておりますけれども、女性の主
幹でありまして、ちょうど文化庁の申請提出の締切
が今年の１月でありましたが、ちょうどその時にご
長男の大学入試と重なりまして、よく頑張ったなぁ
と。息子さんも素晴らしい息子さんで、いい大学に
通ったようにありますんで、私も後悔しておりませ
んけれども、よくやったという気持ちであります。 
 それと同時に先程申しましたように、地域の方々
のご協力、そしてまた先生方の支援ということの中
で今年の８月５日に念願の重要文化的景観に選定さ
れました。 
 この選定については、田染荘に携わったみんなが、
努力した結果だと思っております。 
 そしてまた、これに付け加えまして、委員長さん
からも話がありますので、あまり先に話すと悪いと
は思いますけども、総務省からも総務大臣表彰とい
う賞をもらいましたし、そしてまた、この田染荘の
方々が民宿をやってますが、このことが12月９日に
毎日新聞の優秀賞をもらいました。 
 いろんな面で今年は非常によかったと思っている
ところでございます。 
 最後になりましたが、皆さんにお礼を申し上げて、
私の説明とさせていただきます。 
 どうも本日はありがとうございました。 
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 田染荘小崎の魅力発表 

「荘園の里推進委員会の活動と田染の魅力」 
 

      荘園の里推進委員会委員長  

 
 私は田染荘、荘園の里推
進委員会、委員長の河野繁
利であります。私は、小崎
地区が歴史的に貴重な財
産であると言うことを全
く意識せずに、永年田染荘
で暮らしてまいりました。
また、地域に住む誰もが同
じ気持ちでありました。 
 さきほど、永松市長さんからもお話がありました
ように市長さんが就任されまして１年もたたないう
ちに、小崎公民館において小崎地区は日本全国の中
でも、屈指の生きた中世荘園の様子を今に伝える村
落であり、文化的景観は農村景観であります。 
 千年の時を刻む小崎地区は誇りと愛着をもって、
暮らして来たことの産物であり、国の宝であるので、
この立派な遺産を子孫のため、日本のために是非残
して行く事に賛成してもらいたい、市としても全面
的に応援をすると、熱心な説明がありました。市長
さんが自ら地域にお越しになったばかりでなく、こ
の田染荘についても、深い理解をもち、熱心に説明
する姿に胸をうたれましたことを、10年以上たった
今でも、懐かしく思い出します。 
 地区民も市長さんの話に自分たちが当たり前のよ
うに暮らしてきた、地域の素晴らしさを再認識し、
一枚一枚大きさも、形も違う千年の時を刻んできた、
田んぼの姿のまま残す道を選び、ほ場整備をするの
ではなく、田越し灌漑を残し、用排兼用の水路、農
耕車が通るくらいの農道の整備といった田園空間博
物館整備事業を導入することにも同意しました。 
 この整備事業につきましては、事業費の地元負担
分を、全額市が負担していただけるという、全面的
なバックアップをうけた事業として、いただきまし
た。 
 そして、地元に住む者としては、なにかできるこ
とはないかと、協議の結果、田染荘、荘園の里推進
委員会を結成し、田染荘の景観保全の取り組みを始
めました。 
 まず、はじめに平成12年５月に、荘園領主制とし
て、水田オーナーの募集を開始しました。この主旨
に賛同され荘園を応援する意味で、当初29組でスタ
ートした水田オーナーも、現在では151組もの方々に、
ご加入いただき、田染荘の保存にご協力をいただい
ております。 
 荘園領主制には、２つのコースがあります。 
 どちらのコースも年額30,000円で、米45キロをお
送りする荘園米寄進型と10月、11月、12月の３回、
米10キロと荘園でとれた野菜・果物・農産加工品な
どを併せてお送りする荘園産物寄進型を準備してい
ます。 
 田染荘の、粘土質で育ったお米は、減農薬で栽培

しておりますし、甘く粘り気があってとてもおいし
く、「荘園米」として商標登録をとっております。 
 私は、田染荘でとれるお米は、日本一おいしいと
思っておりますし、日本一価値のあるお米だとも思
っております。また、水質のよい水でご飯を炊き、
これを毎日食べておりますおかげで、82歳になった
今もこうして元気に暮らしております。 
 そして、毎年６月第２日曜日に行います御田植祭、
10月第２日曜日に行います収穫祭には水田オーナー
もご招待し、早乙女姿の衣裳に身をまとい昔ながら
の、手植えの田植えや、カマでかる稲刈りを行って
おります。 
 九州大学、田染荘応援隊の学生さんたちにも毎年
わざわざ田染荘までお越しをいただき、早乙女姿の
衣裳で、ご参加をいただいております。 
 おかげで、若者をみかけることがほとんどない、
田染荘で、御田植祭や収穫祭の日だけは、イノシシ
や、たぬきの姿はなく、若者を多く見かけることが
できる貴重な日となっています。 
 ６月の田植えの終わった頃、小崎川には、数万匹
のホタルが満天の星空のように飛び交います。 
そのホタルを多くの方に見ていただきたくて、女性
部を中心に荘園米を使った食事や竹灯篭に灯をとも
してでお出迎えをし、「ホタルの夕べ」を開催してお
ります。 
 11月には宇佐神宮へ米３俵（60キロ）の献穀も行
っております。11月23日には、田染荘を代表して、
宇佐神宮から招待があり、新嘗祭に参拝しておりま
す。 
 これらの取組のほか、美しい景観を守るために、
春・夏・秋にかけて地区内の草刈りを行っており、
景観保全に努めております。 
 荘園の里、推進委員会を設立して10年になります
が、この10年間で今回の選定と同じくらいうれしか
ったことがございます。 
 それは、平成20年10月10日に皇太子殿下にわざわ
ざ田染荘にお越しいただいたことであります。田染
荘行啓は、中世史に造詣の深い皇太子殿下ご本人の
ご希望であったとお聞きしております。 
 殿下は、市長さんのご案内で元禄の絵図と現在の
土地利用がほとんど変わらない田んぼを熱心に、ご
覧になり、自ら写真を撮って、現地をご覧になった
ことで、大変喜ばれてお帰りになりました。 
 お帰りの際に、殿下より「本日は、大変ありがと
うございました。」とお言葉を賜りました。県の関係
者の方に余計なことを言わないようにと、注意をさ
れておりましたが、私は、「田染荘を今後ともよろし
くお願いします。」と申し上げましたところ「わかり
ました」とお答えいただき、とてもありがたく、一
生の思い出になり、大変感激をいたしました。平成
21年２月、皇太子殿下行啓記念碑の、大きい立派な
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ものを大勢の寄付により、建立しました。 
 小崎の魅力としては、間戸岩屋にあります夕日の
観音より見る小崎の風景があり、大変きれいで皆さ
んが感激をされます。また田染荘奥座敷と言われる
奥愛宕社には大分県一大きい榊の木があります。樹
齢千年の榊に抱きつきますと、千年の生命力をいた
だく事ができますので、参拝者より心をいやすこと
ができたと大変喜ばれております。 
 また、富貴寺、真木大堂、熊野磨崖仏等の文化財
があり、この線を結んで将来、田染荘も景観の国宝
として、観光面でも発展していくことが期待されて
います。 
 最後になりましたが、委員会結成10年を迎えまし
た記念すべき年に私どもの田染荘が国を代表する文
化財になり、引き続いて今回、これまでの活動が認
められ、総務大臣表彰をいただくことになり、あさ
ってからその表彰式のため上京いたします。 
 私は、これらの大きな喜びと共に、責任の重大さ
を感じております。私も82歳になりましたが、老骨
に鞭うって、がんばっております。小崎地区も老齢
化が進んでおりますが千年の時を刻む田染荘小崎の
美しい景観が重要文化的景観に選定され、日本を代
表する文化財になりましたことは、望外の喜びであ
り、今後の景観保全については先祖から残された重
要な、文化遺産を子孫のため、末長く、喜ばれるよ
う、地区の皆さんと共に、がんばって守っていく覚
悟でありますので、行政や関係機関の皆様方のご指
導、ご援助をお願いする次第であります。 
どうもありがとうございました。 
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 田染荘小崎の魅力発表 

「農家民泊（山のいのち）」  
 

        農泊おふじ   

 
皆さん、こんにちは。田染荘から来ました河野忠

臣、河野洋子でございます。 
最初に、農家民宿の目的と取組について、妻から

お話し致します。 
 
皆さん、こんにちは。市

長さんと委員長さんに先
に言われたので、多分かぶ
ることが多いと思います
が、私なりにまとめてみま
したのでよろしくお願い
します。 

農家民泊の目的ですが、
中世の景観である棚田を
保存する上で、真っ先に考えなければならなかった
ことが、地域の活性化でした。 

生きた農村を未来永劫に続けなければいけない。
その為には、そこに住む住民が生活をしていかなく
てはならないのですから、「地域のみんなで何か生活
の糧を荘園と関連して作り出していかなくてはなら
ない」、そういう思いで荘園景観を守る為に荘園領主
制度というオーナー制度を始めました。そして、御
田植祭や収穫祭など、イベントを開催することにな
りました。 

そこで、そのイベントの核となる施設を建設して
いただきました。 

昼食や加工品を作り、おもてなしをすることにな
りました。そして、そのおもてなしの延長で、イベ
ントや景観を眺めに来たお客さんが、ゆっくりと楽
しめるような宿泊施設が必要になったわけです。 
その１つの手段が、農家民泊であります。その取組
につきましては、やはり中世の景観である棚田を保
存するために、荘園の里推進委員会が組織されまし
た。 

その会合の中で、市長さんより農村風景を見るだ
けの観光ではなく、一層踏み込んだ普通の農村体験
をゆっくりと体感してもらうような設備や施設を考
えたらどうかという、提案がありました。 

それには、家族で出来る「農家民泊」が一番いい
のではないか、市が補助金を出しますと言われまし
た。お客様が民泊する為には、台所・風呂場・トイ
レが清潔でなければなりません。その改善の半額程
度の補助金をいただけるということでした。これは、
荘園の里小崎だけの特典でした。 

そして、その改修工事をいただけることになりま
した。「あんたがたもやってみてはどうか」と言われ
まして、「補助金も出るし、風呂やらトイレが美しく
なるならいいかなぁ」と私は思うと同時に「うーん」
とも悩みましたが、お引き受けしました。一応お引
き受けしましたが、そもそも客商売というのはやっ
たことがございませんので、大変不安でした。 

そこで、先進地でもある安心院とか熊本の方に研
修に出掛けて行きました。そうこうやってるうちに、
「これなら出来るかなぁ」と思って私はお引き受け
しました。 

それから市の補助金をいただき、お風呂とトイレ
を改修して、「まずは民泊の名前を決めて下さい」と
行政の方から言われたんですね。それで、あんまり
ハイカラな名前は中世の土地には合わんのじゃない
かなぁと思って、私の住んでいる辺りが小藤という
地名でしたので、まぁ「おふじ」でいいかな、とい
うことで「農家民泊おふじ」と致しました。 

今でもいらっしゃったお客さんから、「おふじさ
ん」って言われるんですね。私の名前と勘違いして
るんです。それもまた、話題といいますか、来てか
ら「おふじさんじゃなかったんかぇ」、とも言うよう
な話で、楽しい時間になります。 

それから、グリーンツーリズムの活動は誰でも主
役になれる、つまり、女性でも主役になれるという
ことです。それで、「農家民泊の申請許可は奥さんの
名前で申請します」と行政に言われましたので、ほ
とんどの民泊の許可申請は女性の名前になっており
ます。これは本業ではなく、あくまでも副業という
ことですね。 

開業した当時は、やはりお客さんはほとんどいな
くて、行政が呼んでくれるモニターさんが主でした。
そして、たまには、TVの取材が入ってですね、お笑
いタレントでもあるヒップアップの川上さんも宿泊
されたこともあります。 

早いものです、あれから９年目を迎えようとして
おります。小崎地区では、現在４軒の民宿が出来て
おります。たぶん、しおりの中に入っていると思う
んですが、あとで夫の方が説明すると思います。 

それで、どういうお客さんを迎えているかという
ことですが、基本的に民泊は一家族又は１グループ
となっております。最近では、教育旅行、農村体験
学習を目的とする、１泊２日又は２泊３日の中学生
が多くなっております。 

次は、一般客です。インターネットや口コミで来
る方々様々です。ある大学では、国東半島の農業の
今と歴史を訪ねてという、２泊３日の研修で毎年訪
れていただいております。 

農泊体験のメニューですが、私の家では、夫が「農
業体験」、私が「お賄い」ということで、役割分担を
しております。体験人数は各家庭によって違ってお
りますが、食の共通点は一つと思います。それは、
地産地消をテーマに掲げているということです。以
前、動物性タンパク質が無くて、猪の料理等使って
いたこともありました。今では、４軒とも唯一の食
材として「豊のしゃも」を飼育しております。それ
で、朝の卵かけご飯、鳥料理がメインとなっており
ます。 
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私達も大分年を取っていきますのでこのような山
の恵みをいっぱいいただきながら楽しく毎日過ごし
ております。 
次は夫の方に替わります。 
 

それでは私の方から体
験学習について画面と一
緒にご紹介をしたいと思
います。 

今画面に出ているのが、
御部屋さんでございます。 

皆さん、しおりをもらっ
てると思いますが、この中
に書いてあります。どこで
も体験メニューはほとんど変わらないような状況で
す。 

この御部屋さんは、椎茸関係の作業あるいは、敷
地内では、皆さん「豊のしゃも」を飼っておるわけ
ですから、その世話、それからワラ細工などをして
おります。 

次は、上ノ原さんでございます。田染荘の延壽寺
の直ぐ近くなんですが、ここではやはり、荘園米の
栽培あるいは季節の野菜の植え付けや、お茶摘み、
竹灯篭、魚釣りといった体験をしておるようです。 

それから延壽寺のすぐ下なんですが、やはり荘園
米の取組、それから「豊のしゃも」の飼育、畑ある
いは釣りを教えています。 

最後が私のところ、おふじでございますが、画面
を思い出していただきたいんですが、丸い山が奥の
方にありました。その山で、先程服部先生が言われ
ましたが、高い所にあります。ほとんど山の中でご
ざいます。 

私のところの体験は、炭焼き体験、荘園米を作る、
植えて収穫ですね、それから野菜、マコモ、それに、
どこの家でもしているようですが、やっぱり田染荘
を見てもらう散策です。 

私は趣味である詩吟を習っております。田染には
櫨（ハゼ）の木というのがありまして、豊後高田市
の民謡の中に田染櫨取り唄という民謡があります。
音楽の好きな生徒さん達が来たときは、歌ってあげ
ると喜びます。櫨の木は400年から500年ぐらい前の
江戸時代に、田染の藩主が植えました。その櫨の実
をちぎる、その労働歌がその櫨取り唄になっていま
す。その唄を、その子供さんたちに聞かせたり、う
ちの会でそれを歌い継いで保存していくという、そ
ういうこともやっております。 

今画面に写っておるのが、マコモでございます。 
マコモはイネ科の植物でございまして、背丈が２ｍ
ぐらいになるわけです。食感はマツタケとタケノコ
の合いの子みたいな感じで、シャキシャキとした、
大変おいしい野菜です。これは宇佐神宮のご神体に
入ってる枕になってるんだそうです。そういうこと
から、田染荘の推進委員会が平成14年ぐらいに長野
県から苗を取り寄せて、栽培をして現在に至ってい
るわけです。 

その料理の内容は、そこに出てるようにキンピラ
とか天ぷら、それからサラダなど、いろいろな料理
にも合います。非常に美味しく、栄養があって、健
康的にもいい、という野菜でございます。 

それから、その他には、ゴザですね。そのゴザに
入れると、気持ちがいいと言うような、神話で因幡
の白うさぎが丸裸にされて、そのマコモにくるまっ
てよくなったと、そういうような話も聞いておりま
すが、そういった効き目があるようです。入浴剤と
しても、私のところはお風呂に毎日入れてます。 

それから、今木炭が出ましたが、木炭を焼く時に
煙りから、副産物で木酢液というのが出るわけです。
今（スライドに）出てますが、うちでは木と竹と一
緒に焼いて、木竹酢液というふうに呼んでおります。 
これは入浴剤として、温泉みたいな感じがするので
お客さんからはよく喜ばれます。他の用途として、
消毒するときに入れると消毒液の量が半分以下です
むということ、それだけを散布しても、虫除け、あ
るいは雑菌除けにもなります。 

私のところのメインとして、竹のお燗、いわゆる
竹燗ですね、かっぽ酒ですね、音がするんですよ注
ぐときにコポコポと。そういうかっぽ酒というのを
メインにしておりまして、中学生には出しませんけ
れども大学生とか一般客には出して喜ばれます。 

とりとめのないような話でございましたが、時間
もないようでございますので、この辺で終わりたい
と思います。ありがとうございました。 
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「学問と社会連携」 
 

           棚田学会副会長  

 
今ご紹介いただきまし

た早稲田大学の海老澤と
申します。私は1987年４月
から早稲田大学に勤めて
いるのですが、その前に７
年間ほど最初にご紹介が
ありました大分県立宇佐
風土記の丘歴史民俗資料
館に勤めておりました。ち
ょうど1980年～1987年の３月までということになり
ます。それでここでお話をさせていただく機会をい
ただいたということになります。 

本日は「学問と社会連
携」という一つのテーマ
にさせていただきました。
サブタイトルは「田染荘
小崎の農村景観誕生をめ
ぐって」としているわけ
ですが、文化的景観のタ
イトルが田染荘小崎の農村景観です。誕生までを巡
る経緯を少しお話しようというのが今回の趣旨です。
この田染荘という一つの荘園ですけれども、荘園研
究というのも明治時代に近代歴史学の形成とほぼ軌
を一にして進められてきました。もちろん江戸時代
にもいろいろ荘園の研究はあるのですが、近代歴史
学の中で本格的に取り上げられたということになり
ます。 

 
 
 
 
 
 
その中でこの荘園研究に景観論が取り入れられる

ようになりましたのは第二次大戦のあとのことです。
その明確な指標となりますが伊賀国黒田荘という非
常に有名な荘園が三重県の現在の名張市にあります。
こちらのほうが一つの指標になるだろうというふう
に思います。と申しますのも1944年に石母田正氏が
この地を指標として「中世的世界の形成」という名
著を執筆いたしました。戦後の歴史学会のみならず
知識層に広く受け入れられまして古典的な著書とな
っております。石母田氏はこの執筆をしたときに現
地に足を踏み入れることはなかったと言われており
ます。つまり当時の荘園史研究はそういうものであ
ったわけですね。この石母田氏に多大な影響を受け
ました当時の若手研究者が現地調査を行って荘園史
料を検証するようになりました。その好例が1956年
に戸田芳実という当時京都大学の大学院に在籍して
のちに偉大な中世史の研究者になるわけですが、『日
本史研究』の30号に「黒田荘における寺領と庄民」
という論文を発表しました。黒田荘における名体制

を明らかにするとともにフィールドワークを行って
東大寺の現地支配の核となった荘政所などの推定を
行っております。つまりそういうかたちで現地との
係わりというものが実際に荘園史研究の中で始まっ
たということになります。戦時中のことになります
が「中世灌漑史の研究」という本を刊行されました
東京大学の宝月圭吾氏は積極的に1945年以降になり
ますが荘園現地調査を行いまして、戦後多くの中世
史研究者を育てることになりました。このような宝
月圭吾氏を受けて永原慶二氏や稲垣泰彦氏が現地景
観を組み込んだ優れた荘園研究の成果を発表するよ
うになったわけです。これが大体1950年代～1960年
代にかけてということになるわけですが、稲垣泰彦
氏の編集によりまして1973年に刊行されました『荘
園の世界』という本がありますが、これは東京大学
出版会から刊行されております。これは一般読者を
意識して荘園研究に景観論を取り入れ、そして荘園
景観が市民権を得る第一歩となったものという点で
画期的な内容を含んでおります。その荘園の導入書
としては現在までその地位を失っていないと思いま
す。 

 
 
 
 
 
 
特に注目されますのはこの編者であります稲垣泰

彦氏自身が執筆致しました「荘園開発のあとをさぐ
る―大和の国池田荘」。これは池田荘域に存在する広
大寺池がそこから離れた稗田荘を灌漑する用水池で
あることを文献と現地調査を照合することによって
明らかにし、畿内荘園の特質を浮き彫りにされたわ
けです。 

この荘の「あとがき」で、吉野川分水、これは奈
良県のことですので奈良県も大変条里制の水田が発
達しておりますけれども、やはり水不足ですね。そ
れで吉野川からパイプラインで水を引いてくるとい
う構想ができまして、その給水によって大和盆地の
かつての伝統的な水利体系というのが大きく変化し
ていくことになったわけです。この荘園遺構の保存
に向けて村の人々と話し合いをこのときにされたと
いうことです。つまり、大変大きく変化していて、
しかし荘園の跡というのは重要なのでそれを何とか
保存したいというふうに当時稲垣先生は考えられた
わけですが、しかしながらその村の人たちと話し合
う中で、生活権に対する配慮が欠けるというような
厳しい批判にさらされたと述べられております。研
究者が荘園景観の保存を真摯に意識した最初であっ
たというふうに思いますが、この問題が平たんな道
を歩むものではないということを示すものでもあっ
たわけです。 
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この池田荘の危機が訴えられました1970年代は高

度成長の中で農業生産物の対外競争力が非常に低下
して、農業政策は強い危機意識に覆われておりまし
た。圃場規模の拡大、水資源の安定的供給によりま
して生産性を高めることが農村の活性化につながる
というふうに信じられ、大規模な予算投入が続けら
れたわけです。そのような中で1978年に地域史研究
に長い伝統を有します信濃史学会は地方史研究全国
大会を開催しまして圃場整備事業に対する宣言を採
択いたしました。農村景観が一変して地域における
歴史研究の手掛かりが失われるということに警鐘を
鳴らしまして、圃場整備事業そのものが農家にとっ
て必要なことであることを認めた上で、地積図など
の保存と記録作成を強く求めたものでした。この宣
言をうけまして、文化庁は「広域水田遺跡」という
新たな概念を導入して実態調査を開始いたしました。
この概念は荘園遺跡プラス条里遺跡ということにな
るわけですが、まさにこれを推進したのが服部英雄
先生です。文化庁はこの広域水田遺跡につきまして
次のような内容の指導を行っておりました。ただし
状況に応じて柔軟なものであったというふうに言え
ると思います。 

 
 
 
 
 
 
服部先生は九州大学の先生をされる前は文化庁で

18年間お務めだったと伺っております。①圃場整備
が行われる際に通常の埋蔵文化財の調査のほか、で
きれば灌漑地名などについて記録作成を行うこと、
②遺跡の保存状況がよい場合は圃場整備などの開発
のみに関らず詳細分布調査を行うこと、③良好な遺
跡については史跡指定を進めること、このとき、服
部さんと河原純之さんとお二人こういうかたちで当
時の文化財行政、特に景観に関るようなものを推進
されたと私は理解しております。 

 
 
 
 
 
 
①ですが、これは1984年から開始されました丹波

国大山荘の調査を挙げることができると思います。
圃場整備の事前調査といたしまして京都大学の大山
喬平氏を調査責任者として年次ごとの外報が刊行さ
れ、さらに総括的なシンポジウムが行われました。
さらに1989年からは東大寺領大部荘（兵庫県小野市）
の調査が行われまして、ほぼ同じような問題意識に
よって大田村ですね。先ほどお話がありましたが現
在は杵築市となりました。大分県の大田村にありま

す田原別符の調査を行いました。これは早稲田大学
の大学院と東京大学の大学院の人たちで大体行った
調査です。埋蔵文化財の発掘調査と並行いたしまし
て灌漑の調査を行いました。これらは①に属する調
査と考えられます。これらの調査におきまして地表
面における点または線の調査として行われておりま
したそれまでの荘園の現地調査にも画期的な変化を
もたらしたわけです。またそれまで行われていまし
た埋蔵文化財一辺倒の圃場整備事業事前調査、発掘
調査によってそれぞれ縄文遺跡や弥生遺跡であると
かそういうものを非常にたくさんこの時期に明らか
にされております。それも圃場整備事業に伴う事前
調査が大変多いですね。非常に大規模な調査でした
ので弥生時代の村を丸々発掘調査するとか、弥生時
代の広い墓域を丸々調査するとかそういう調査が
次々に行われたのがこの時期です。ただし、これら
の調査におきましては保存と活用を十分に検討する
までには至らなかったわけです。1981年に当時の大
分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館は大分県豊後
高田市田染支所管轄で開始いたしました。 

国東半島荘園村落遺跡
詳細分布調査、これは国
庫補助事業ですけれども、
このような経緯の中で先
ほどの②に基づく調査で
あったと考えられるわけ
です。この1981年から国
庫補助事業として始まりました田染荘の調査は広域
水田遺跡の調査と保存のモデルを示すために行われ
たものでこの報告書のまとめには調査の理念がよく
示されております。次のように結んであります。田
染荘調査に当たって我々が考古学、文献史学、歴史
地理学、美術史学、民俗学など多方面からの学際的
なアプローチを試みたのは田染荘がまさにそのよう
な人類の軌跡の歴史的相対としての遺跡であると判
断したにほかならない。ぜひこのまとめは多くの方
に読んでいただきたいと思います。非常に名文です。
当時の資料館の学芸調査課長をされておりました甲
斐忠彦氏によるものです。甲斐さんは私の上司にな
りますが、奈良国立文化財研究所からこの大分県立
宇佐風土記の丘歴史民俗資料館に赴任された方です
が、残念ながら少しお体が弱くてほとんど現地調査
はされなかったのですけれども、しかしながら理念
的なリーダであったことは間違いないと思います。
以上のように極めて高度に純化されました理念が示
されているわけですが、現実の村落においてこの理
念が従前に活かされるには20数年の年月を必要とし
たわけです。すなわちこの報告書が出ましたのが
1987年３月でした。 

 
 
 
 
 
 
さて、ここで話が変わりますが、第三章といたし

まして1988年「東京大学史学会のシンポジウム」つ
いて若干言及させていただきます。当時石井進先生
は東京大学の国史学科の先生をされておりました。
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その石井先生のご好意によりまして1988年11月に東
京大学史学会の中世史部会のシンポジウムで「荘園
村落遺跡の調査と保存をめぐって」というかたちで
報告を私がさせていただくことになったわけです。
このシンポジウムによりまして学会の多くの人に荘
園遺跡としての田染荘が認識されたというふうに思
われます。当時確か130枚ほどスライドを使って紹介
しましたが、まだパワーポイントのない時代でした
からまさに生のスライドを使ったわけです。ここで
130枚はとても無理なのでその一部だけ紹介させて
いただこうと思います。 

その一枚目はこういう
かたちで始めさせていた
だいたわけです。「国東に
入る」ということでこの猛
島神社というのは田染荘
の荘域にありますが、そこ
に石像の仁王さんがいま
してこの仁王さんが国東に入った人たちを迎えてく
れるというかたちです。四頭身か五頭身ぐらいの大
変ユーモラスな姿をしているのですが、これに関し
てまたいろいろ面白い話がありますが本日はさらに
先に進ませていただきます。少し細かい話になって
恐縮ですが、この田染荘というのは田染盆地にある
荘園です。そして先ほど言いました調査ですが非常
に長いスパンでできたということが成功をした理由
だろうと思います。 

最初にここに示しまし
た古墳時代以前の状況と
しておりますが、これは縄
文時代以来のことですね。
戸原台遺跡と読みますが
中央部にあります。この桂
川という川が大体南東方
向からこの西北の方向に
流れています。その本流に近いところに自然堤防が
あってそこのところにもう縄文時代から住居があっ
たのですね。これは発掘調査を聞いていて非常に驚
きました。そしてその裏側がいわばバックマーシュ
になっておりまして、そこにこの地域で最初の水田
が生まれた。aといたしましたのはその意味です。で
すから、これは縄文時代末期から弥生時代に入る頃
あの場所に水田があったということになります。当
時それが確認されたところです。先ほど言いました
住居の跡で川が少し氾濫したらすぐ水に浸かってし
まいそうな近いところにありますので、これは縄文
時代の住居です。縄文時代には岩陰遺跡もあります
がこういう場合もあるのかなと当時感心した覚えが
あります。この辺が茶色に見えますが「柿色」で水
田で、黄色のところが畑ということになります。鍋
山井堰という井堰がこのところにあります。そして
大規模に灌漑されていくというかたちをとっていま
す。つまり先ほど縄文時代の住居址があったのはこ
の辺ですが、それが弥生時代から古墳時代まで続い
て、ずっと集落があってそして横に溝があったりす
る。そういう状況が古墳時代の中頃まで確かめられ
ますけれども、そのあとは一面の水田になっていく
状況があったようです。これは水田の発掘調査の跡
を示しております。 

 
 
 
 
 
 
大きく話はここで飛びます。田染郷という郷が生

まれるのですが、ここでは古代末期の状況というこ
とで大体11世紀の後半から12世紀の状況というもの
を考えます。先ほど言いました鍋山井堰はここにあ
るわけです。そしてこの条里に灌漑する。同じよう
な条里がこちらのほうに横嶺条里というのができま
すし、池部条里もできるのですが、大井手という大
きな井堰ができてそしてこの条里に灌漑するという
ことです。この鍋山というところは磨崖仏がありま
して自然の岩盤が出ているところですね。ですから
小さな滝が出来ます。そういう地形上に井堰をつく
ってそして灌漑していくという状況ですね。このよ
うにいわば特徴的なひとつの灌漑をbというふうに
いたしました。古代末期になりますとさらにcの開発
が現れるわけですが、これは別名的開発というふう
に言うべきものです。田原別符ですね。糸永名とい
うところ、これはいずれも文献資料で確かめられる
ところですが、そういうところでいわば当時の豪族
による開発が進んで行くわけですけれども、そのc
とした中で非常にそれが強固に行われるところと比
較的影の薄いところがあります。ここの弁分の開発
は失敗いたしました。しかし、田原別符と糸永名の
開発は成功してその後この地域のひとつの文化的な
特色を生み出していくことになります。さらに同じ
時代に高山、馬城山、今熊野寺などの六郷山の開発
が出てきます。これをdというふうにしておりまし
て、b、c、ｄ、先ほどaを述べました。それでa、b、
c、ｄというふうになるわけです。さらに先に進みま
すが、ここは別名の成立の中でまずは田原別符を見
ていただいています。例えば利行という碑文があり
ますが、田原別符には利行名という大変大きな名が
ありますね。この利行名についてその場所が分から
ず、この辺をさまよって歩いていたわけですけれど
も、ある時にこの石像碑の途中にその名称を発見す
ることができまして、私としては当時非常に感激し
たところであります。これらは田原別符でのちにこ
の鎌倉時代になるとこの地に大友氏の一族である田
原氏がこの地に入って、そして国東一体に勢力を伸
ばしていくというところになります。こちらのほう
が糸永名です。宇佐八幡宮の文書の中に大変古い平
安時代の文書が残っておりまして、この糸永名の存
在というものを確かに確かめられるところです。 

 
 
 
 
 
 
冨貴寺というお寺がこの辺に存在いたします。こ

のようにいわば別名的な開発の一つの花として冨貴
寺大堂があるということになります。そしてさらに
真木大堂はご存じと思いますが、こちらのほうはい
わば六郷山の一つの花と言いますかそういうものに
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なるわけです。 
 
 
 
 
 
 
この仏教的な雰囲気のある大きな木彫が造られて

いるわけですね。私は現在岡山県の新見市というと
ころで新見荘の調査をしておりますが、新見市も石
像文化財の宝庫ですね。本当に驚くほどすばらしい
石仏等がありますが、しかしながら木彫で田染荘を
上回る荘園というのは全国にないと思います。特に
大威徳明王、これは東寺というお寺が京都にありま
すがそこに立派な大威徳明王が残されていてそれに
匹敵するものであると思います。 

 
 
 
 
 
 
これは六郷山の寺院で真木大堂の元禄期の絵図を

見ていただいておりますが、このところに真木大堂
が示されておりまして参道が残されております。今
では非常に地形が変わっておりますが、これはいわ
ゆる馬城山だったのですが、実はこの調査をしてい
るときにこの馬城山の南の新市は六太郎であるとい
うことが書かれています。現在でも六太郎という集
落はありますね。これはちょうど田染荘の一番南の
端になるわけですが、現在では杵築市に合併されま
した山香町との境の上に十一面観音が安置されてい
ました。十一面観音は天台宗の影響の強いところに
残りますので、こういうところに六郷山の痕跡を見
出すことができると当時思ったところです。先ほど
服部さんが特に小崎周辺のところで詳しくご報告し
てくれましたのでここでは中世前期は棄裏させてい
ただきました。そしてすぐ中世後期、近世というふ
うにまいります。 

ですから、eが今日の報
告では抜けているんです
ね。eというのはこの辺の
ところに埋もれています
が、いわゆる有力農民に
よる開発です。その桂川
の支流の小井堰灌漑です
ね。特に重安名と言う大変面白い名がありましてこ
れは非常に大きく発展していく名ですが、そのルー
ツはここにあったというふうに考えられます。これ
は小崎川でしてまさに本日問題になっております小
崎の地域です。ここで紹介いたしましたfは里池灌漑、
それからgは谷池の灌漑ですね。そしてそれぞれの
ところ、先ほど六郷山の寺院のあったところで烏帽
子岳ですね。これは西の馬城山の四至ですけれども、
そこのところには城郭が出来てくるということがあ
ります。そういう一つの新たな開発も生まれてくる
わけです。 

さて、これは1988年に紹介した事例の一部ですけ
れども、その時にまとめとして次のようにいたしま

した。復原の成果を踏まえて保存を考えるというこ
とで、まず一番目に挙げましたのは小崎館の周辺、
江戸時代からは小さいという時代を書きますが、鎌
倉時代には尾っぽの尾の字が書かれております。小
崎館の周辺としたわけですが、これは鎌倉時代の水
田開発を景観的に復原できる全国で唯一の場所であ
る。40戸の農家が次世代まで村落としての再生産を
維持できるというふうに当時紹介したわけです。二
番目に大曲地区を紹介しました。室町時代に開発さ
れた棚田が1988年まで残っていたわけでして、日本
の村落形態の最小単位を解明するモデルとなったと
ころです。しかしながら1990年代に入りましてこの
ような美しい棚田の景観は完全に消滅いたしました。
それから三番目に熊野地区を紹介したわけですが、
貴重な観光資源でここは大変大きな石造物があるわ
けですね。六郷山寺院の門前集落的な景観が残って
いるが、観光収入により生活に頼って大型バスの乗
り入れを可能とする道路が建設されて、景観保存に
ついては進展がないと当時述べたところです。今で
もこの状況は変わらないと思います。 

 
 
 
 
 
さて、こういうことでこの地域の景観ですけれど

も、田染荘における景観保存の第一歩は1989年３月
20日ですが、石井進氏が豊後高田市長と教育長に会
いまして田染荘の保存について善処を申し出た。こ
れが第一歩であろうと考えられます。これに応えま
して豊後高田市は田染荘村落荘園遺跡指定検討委員
会を立ち上げまして指定候補地の検討を開始したわ
けですが、1992年には候補地の線引きが終了して現
地での説明会が始められました。説明会ではこの地
域の方々の生活と私権にかかわって多くの問題が指
摘されまして、史跡指定に関して実質的な進展を図
ることはできませんでした。 

 
 
 
 
 
 
そして次に「景観保存と田園空間博物館構想」と

いうことでお話をしなければならないわけですが、
時間が迫りましたのでかいつまんでお話をします。
1990年代に入りまして圃場整備事業が一層進展いた
しまして、平野部だけではなくて山間部においても
行われるようになりました。さらに1993年には「ウ
ルグアイラウンド合意」によりまして日本の農業も
新たな時代を迎えることになるわけです。この国際
合意は極めて複雑な内容を有しておりまして、特に
もっとも日本に与えた影響はフランスの提唱により
まして「直接支払い」という農業保護制度が生まれ
たことです。従来国際競争力の強化にため基盤整備
事業の進展が図られたわけですが、その時期はまだ
それを行っていました。農業生産物が単なる商品で
はなくてその全生産過程が人類の生存と密接に関る
問題であるとの認識のもと、農業及び農村の見直し
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が図られていったわけです。このウルグアイラウン
ドはアメリカ対ヨーロッパの経済戦争だったわけで
すが、直接支払制度はヨーロッパが生み出した地域
農業の救済策でして、これを機に日本の農業政策は
従来の生産効率一辺倒から転換することとなりまし
た。消滅の危機にありましたいわゆる棚田ですけれ
ども、棚田にも保全の対策が取られるようになった
わけです。このような状況の中で1999年に農林水産
省の若手官僚が田園空間博物館構想というものを明
らかにしたわけです。伝統的農村のモデルケースを
積極的に保全することにしたわけでして、アメリカ
農業からヨーロッパ型農業への模索であったわけで
す。先ほどお話がありましたように1999年８月現地
説明会で田園空間博物館構想を田染地区に導入する
ことが決められました。 

 
 
 
 
 
 
そしてこの「荘園の里推進委員会」の方々のご努

力によりまして荘園領主という名のオーナー制度も
始められました。初年度は29名でした。農林水産省
がウルグアイラウンドにおけるヨーロッパの主張に
強い影響を受けまして伝統的農業に目を向けて棚田
100選の選定を行っている頃、文化庁におきましても
文化的景観の法整備化の検討を開始したわけです。
これが世界遺産登録の運動と重なって21世紀に入る
ころ大変大きなウエイブとなって展開することにな
りました。 

 
 
 
 
 
 
特にこの田染荘と密接に関連いたしますのは、岩

手県の骨寺村荘園遺跡です。これは一関市に存在す
るわけですが簡単に言えば中尊寺の荘園と言っても
いいかもしれません。そういう場所であったわけで
す。ここは中世の絵図が２枚存在するということで
非常に早くから研究者に注目されていたところです。
そしてこの平泉の文化遺産が世界遺産に暫定登録さ
れまして、この地もこのときは候補地の一つとして
付け加えられたわけです。さらにこの文化財保護法
の改正が行われて景観法というものが制定されるこ
とになりました。 

 
 
 
 
 
 
文化的景観については先ほどご説明があったとこ

ろです。そしてこの骨寺村は2005年に史跡に指定さ
れまして、その後広い範囲を含めて重要文化的景観
に2006年に選定されております。写真はかつての骨
寺村の荘園遺跡の水田の稲刈りあとの状況ですね。 

 
 
 
 
 
 
これは1996年の骨寺村の調査のシンポジウムの様

子です。やはり、この岩手県の一関市も非常に長い
保存運動の歴史があって現在を迎えているというこ
とになります。 

急ぎ足で見てきましたが、まとめると次のように
なると思います。1978年の圃場整備事業に対する調
査理念は、1981年に開始されました国東半島荘園村
落遺跡の調査によって実現され、そのまとめで示さ
れた伝統的村落の保全は2003年の景観法の制定によ
ってその大部分が達成されました。 

 
 
 
 
 
 
偶然といえば偶然ですが、平安時代の文化の地方

文化を象徴する東西二箇所の荘園で重要文化的景観
の選定が実現したわけでして、このモデルによって
我々は次世代における景観保全のあり方を検討して
いかなければいけないだろうというふうに思います。
先ほどご紹介がありましたが私は棚田学会という学
会に関っておりまして、その棚田学会の初代会長が
石井進先生でしたが、今年2010年８月１日の棚田学
会大会シンポジウムは「棚田の圃場整備」というテ
ーマでシンポジウムを行いました。この時に農村工
学研究所という筑波にある国立の施設ですが、そこ
の主任研究員をされております重岡徹さんが「棚田
の圃場整備と景観」ということを報告され、特にこ
の骨寺村と田染荘小崎に非常に高い評価を加えたと
ころです。 

これは重岡さんのパワ
ーポイントを使わせてい
ただいておりますが、こ
ちらが紹介いたしました
骨寺村ですね。そしてこ
ちらのほうが田染です。 

これは重岡さんが評価
したところのものです。
細かい話は省きますが、
どうなんでしょうか、や
はり私からすると少し注
文がありますね。右下の
道路の傍はもう少し何か
いい写真があったのでは
ないかという気がします。下の真ん中の写真はおそ
らく水路の状況を見せたものだと思いますけれども、
かなり環境に配慮した水路をつくっておりますので
そこのところを示してほしかったなと思うところで
す。以上で本日の報告を終わらせていただきますが、
最後のところを見ていただきますと田染荘が載って
いますが、これは重岡さんのパワーポイントによる
ものです。こういうかたちで保全されているわけで
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すが、私は現在思うところでは、例えば国宝の建造
物、仏像、こういうものを長く保存するために解体
修理をするんですね。完全に一回全部ばらして必要
な部材を新たに投入してこれからできれば千年持た
せようということでやるわけですが、おそらくこの
景観保存に関しても同じことが必要だろうというふ
うに思います。つまり、一度圃場整備ではなくて景
観整備というものを行わないとやはり今後何百年間
というものは持続できないだろうと思います。そこ
のところで必要な整備をしていく必要があるだろう
と思うところです。例えば佐賀県ですと佐賀のクリ
ーク公園ですか、やはりすばらしいクリークの景観
が残っているわけですけれども、それも水面下では
非常にたくさんの整備を行って現在公園として成り
立っているわけですね。しかし、そういたしますと
確かに前近代のものとはかなり変わった性格を持っ
てくるわけで、そのへんのところは今後きちんと議
論していかなければいけないところだろうと思って
いるところです。こういうところで大体のお話は終
わります。少し難しいお話をさせていただきました
けれども、これから行かれる方がありましたらぜひ
夕日観音というところに登っていただく必要があろ
うかと思います。わりと簡単に行けますのでぜひ行
ってみてください。そのビュー・ポイントは２つあ
ります。一つは夕日観音に登ってみますとまさに小
崎の景観全体を見て取ることができます。もう一つ
大事なのは、それより少し低いところにあります金
比羅社の岸壁です。この金比羅社の岸壁に立ちます
と今度は北のほうが非常によく視界が開けておりま
して、そこには企画された大規模な水田景観がずっ
と並んでいるのが分かります。すなわちアメリカ的
な合理主義的農業理念と、西のほうを見ればいわば
ヨーロッパ的な伝統的農業理念、この２つの相克を
見ることができるわけですね。それをぜひ見ていた
だきたいと思います。つまり先ほどから市長さんの
お話にもありましたように、この地は決してずっと
平和に今のような状況ができあがったわけではない
のですね。そこにはやはりアメリカ的な合理主義と
ヨーロッパ的な伝統主義のせめぎ合いがあってそれ
が現在のあの景観を示しているということをご理解
いただきたいと思います。そのためには金比羅社の
ほうの岸壁で見ていただいたほうがよろしいですね。
すなわち田染の岸壁に立てば世界が見えるというふ
うに思いますので、そのつもりでぜひ見ていただけ
たらと思います。以上です。 
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テーマ 

「当面する課題と田染荘小崎の未来」 
 

 コーディネーター 

 パネリスト 
  
  
 

司会 服部英雄氏 
 それでは最後にパネル
ディスカッションを行い
たいと思います。 
 テーマは「当面する課題
と田染荘小崎の未来」とい
うことです。それからこの
シンポジウムは社会勉強
のテーマにしております
ので、その点をよろしくお願いします。最後にまと
めとして皆さん方から一言ずついただきます。質問
が一つきております。重要文化的景観の取り組んで
おられる行政の方のようですが、重要文化的景観に
なることで反対する住民はいましたかということで
すが、これは景観選定にあたりまして同意を取るこ
とになっていますので反対する人はいないはずです。
田染荘小崎の場合は全員の方が賛成されました。そ
れから重要文化的景観になると全体的にどのような
保存経路になるのですかということですが、それは
市のほうで条例をつくりまして、景観計画・保存計
画というものをつくりますので、今後どのような保
存の仕方をするか、どういうマイナスがあった場合
はどのように整備していくかということをやってい
くと思います。地区にはどのような地域を守る団体
がありますかということですが、小崎の場合は荘園
の里推進委員会という特別な組織が作られています。
それからパークセンターをつくるための補助金はど
の程度出たのですかということですが、先ほどのお
話ですと半額とうことです。半分は自分で負担をす
るということです。それから経緯はどういうものか
ということで、国、県の補助でなく市の単独であっ
たようなので、このへんは市長がおられますので経
緯をちょっとお話ください。 
 
永松博文氏 
 何とか皆さんにある程度の犠牲ではないけれども、
やはり広い田をつくったほうがいいことは事実です
ので、それに対する我々がどういう援助をしていく
かということは地域の人たちに対して説得ができる
かということだと思いますから、そういう意味では
まず補助ということではないですがすべての事業の
負担金というのが国、県から出ますから、それは全

部市が持とうということ
と、特にここについてはグ
リーンツーリズムで民宿
そういうものをやりなが
ら全体的に景色とか伝統
を生かしたものでやって
いってもらったらという
ことなので、そういう面で
は直接的なものとしては
民泊をする場合に、２分の１補助金を出そうという、
そういうのは先ほど河野さんの話にありましたよう
に、やはり来て泊まってもらうときに風呂とトイレ
はきちっとしたものがほしいだろうと、そういう面
ではそういうものをつくるのに200万ぐらいいるの
ではないか、そういう面では２分の１の補助金を出
しましょうということで、それと同時にもう一つは
一部屋が余分に必要なんだろうかと、そうするとそ
の一人ができるまで計算してみると200万いると、だ
からその半分、両方すれば200万の補助金が出るとい
うことです。 
 そのほか先進視察をしたり、私どもの職員そのも
のを一人張り付けたということも話しましたけれど
も、それからそこを担当する民間からも募集して、
この田染荘のために働く人間を雇ったり、そういう
ようなことで、特にしたのは民泊の補助金だったと
思います。以上です。 
 
司会 服部英雄氏 
 ありがとうございます。 
 田染地域は先ほど話がありましたように総務大臣
の表彰と毎日新聞のグリーンツーリズムの表彰を今
回受けるということですが、それ以前にも大分県の
教育長のほうの文化財愛護功労者などいろんなかた
ちで表彰されておりまして、非常に社会的評価は高
いのですが、一方では本当はいろいろ……今日お話
があまりありませんでしたけれども、そのグリーン
ツーリズム関係で荘園の里推進委員会が立ち上がっ
ておりますが、初代委員長の河野精一郎さんが来て
おられて、河野さんはグリーンツーリズムの会長を
されておられますが、そのこととさまざまな課題が
あるということも含めてちょっとお教えいただきま
しょうか。 

パネルディスカッション 

九州大学比較社会文化学府教授･田染荘応援隊顧問  

棚田学会副会長･早稲田大学文学学術院教授  
豊後高田市長  
荘園の里推進委員会委員長  
農泊おふじ  
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河野精一郎氏 
 私は河野と申します。初
代の委員長をさせていた
だいて17年頃に今の委員
長に代わっていただいて、
18年から農泊の会長をさ
せていただいております。
去年ぐらいまで農泊のほ
うは19軒ぐらいあったの
ですが老化の関係上皆さ
んがやめていかれて半分以下になってしまって、こ
れではおそらくもうだめになるだろうというような
ことで、皆さんにはっぱをかけて教育していただい
て現在では41戸になっているわけです。４年間でど
うなるのかなと思っていましたが今年になって41戸
ということになりまして、ホッとして今やっている
わけですけれども、先日12月９日にありがたい賞を
毎日新聞のほうからいただきまして、その時に向こ
うの方から発表があったのですけれども、全国には
相当の数のそういうふうなグループがあると思いま
すが、その時は386カ所からの応募があったそうです。
それに私のところは４年目で運がよかったのでしょ
うかいただくことができたということで、恐縮して
いるところです。先ほどの先生方のお話をずっと聞
いておりましたけれども、もう私が言うことはない
ですが、田染荘というところで我々は生まれてそこ
でやっているわけですからがんばらなきゃいかんと
いうことはもう言うまでもないですけれども、なか
なかそれがうまくいかない。それで今中学生の体験
学習の受け入れをしています。北九州を主に今やっ
ております。それと最近では関西のほうから修学旅
行の生徒さんがみえるようになりまして、大体15戸
ぐらいが受け入れをしております。小学校が２戸ぐ
らいですかね。一回来てくれると大体帰るときには
予約して帰っていただくという状況で非常にありが
たく感謝しています。来年は20戸ぐらい今のところ
予約が入っているようです。しかしこれから一番課
題になるのが一般の方のお客様がほしいということ
ですね。学生は農繁期に来ていただいておるのです
が、その間の一般のお客さんが41戸にもなってお客
様がないというのもあまりにもちょっと考えるとこ
ろがあるので、何とか今お話を聞いていただいた
方々はぜひ田染荘を見に来ていただいて、そしてお
泊まりになっていただければこれ以上の幸いだと思
いますし、絶対に泊まるところは確保できておりま
すし、食べる物も美味しいし、金も安いし、ぜひい
らしていただきたいと思っております。ぜひよろし
くお願いいたします。 
 
司会 服部英雄氏 
 民泊は先ほど４泊という話がありましたが実際に
は同じ４軒が続いていまして、入れ代わりがありま
す。だからそういうところでご苦労もあるのではな
いかと思いますが、今のお話としては行事、団体、
学校との結び付き等があって、それを拡大して、農
家民泊のほうをというお話だったと思います。何か
ございますか。民泊だけではなくて小崎全体の話で。
現在行政上課題として何か特にありましたらご紹介
ください。 

永松博文氏 
 始めたのが住民の方平均年齢65歳ということで、
今11年経ちましたので76歳になっているという、こ
こが、何とかして若い人を、できれば定年退職でも
いいんですけれども、そういうふうな人たちが帰っ
て来なければやはり田染荘もかたちだけしても最後
消滅してしまうという。今現在としては一件環境省
の予算を取りまして、市の市営住宅のような家を造
りました。そこに民泊をする人、これは32ぐらいの
ご夫婦を一つ入れるということになっておりますけ
れども、どうかしてそこらへんをしなければこれは
田染荘だけではなくて私どもの田舎の農村地域は消
滅していくというそういう状況になっています。
我々をどう対処していくかということで非常に課題
中の課題であると思っています。なかなかいい知恵
はないのですが、その中で若い人を何とか入れてい
ってやっていかなきゃならないだろうと思っていま
す。それが大きな課題です。 
 
司会 服部英雄氏 
 日本中の農山村の方は同じでしょうけれども、小
崎地区は市役所に務められる方と学校の先生が後継
者としておられますけれども、それ以外にどういっ
た方がおられるか頭にちょっと浮かんでこないので
すが、市長さんのお話で外から定着される方を勧誘
しているというお話がありました。それは先ほどの
古いスライドを見ていると、映っておられる方は10
年前とあまりメンバーは代わってないというような
感じがしていますが、一方大学のほうで一生懸命出
していただいて海老澤さんや飯沼さんが同じように
年をとっていく、私なんかとあと定年まで４年なの
であとどういうやって継承していったらいいかとい
うことも考えております。この問題はすぐに取り組
もうということですが実際になかなか難しい。でも
こういったかたちでいろんな田染の領主がおられて
農家民泊される方、そういう方が少しずつ出てくれ
ば新しい状況が見えてくるのかなと思っております。
海老澤さんその点何かございますか。 
 
海老澤衷氏 
 田染荘の農家民泊はや
はり確かにすばらしいと
思いますね。地産地消と全
国的に言われております
が、本当に地産地消を実践
していると言っていいで
すね。ですので、ぜひ一度
味わっていただければと
私も思いますね。 
 
司会 服部英雄氏 
 学問と社会勉強ということですけれども、冒頭に
委員長からありましたが、社会勉強というのは理系
工学系ではわりと当たり前のように勉強をしている
わけですけれども、こういう歴史学とか文献学問で
はなかなかそれがつらいところであります。今日は
九州大学の重野先生、阿部先生が来ておりますけれ
ども、その点について何かご意見がありましたらお
願いします。 
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九州大学 阿部康久氏 
 九州大学阿部と申しま
す。すみません振られると
思ってなかったので何も
考えなかったのですが、実
は別の質問をさせていた
だいてよろしいですか。今
日のお話はすごく興味深
いお話だったと思うので
すが、一つ永松市長様にお
伺いしたいことがありまして、永松市長様が最初就
任されたあと最初はこの地区の地元住民の方たちは
圃場整備をしてほしいという意向を示していたにも
かかわらず、ここで事業を実施しようという決断を
されたのか、それは学者や大学の先生方たちの陳情
をうけてされたとおっしゃられましたが、ほかの理
由などがなかったのかというのを少し教えてほしい
のですが、例えばこの大分県というのはすごい安心
院の例などもありますし、グリーンツーリズムの成
功例として結構有名な先進的な地域だと思うのです
ね。それ意味ではすごく有名な一村一品運動や豊後
高田市の昭和の町という観光事例もありますし、そ
ういうような大分県全体での地域おこしの取り組み
と連動させてそういう判断をされたとか、そういう
のがあったのかどうか。 
 
永松博文氏 
 大したことなかったのですが、私ども豊後高田と
いうのは国東半島で中世文化、中世仏教文化の六郷
満山文化ということでの観光をやっておりました。
そういう面ではやはり豊後高田が生きていく道とし
ては観光しかないのではないかというのは就任した
早々そう思っておりましたし、昭和の町というのは
平成13年ですから、この田染荘をやろうとした時の
あとになります。そういう面では何とかしてこの仏
教文化、中世の文化というものは観光としては地味
な部分がありますけれども、昔厚生省のある人から、
やはり本物がいつか陽の目を見るという話を聞いて
おりましたので、それで仏教文化は何時の日か東の
そういう観光になるのではないかということを私も
信じましたので、そういうことの中の一つであった
かどうか幾分かはあったと思います。ただ、やはり
話としては先生方のすごく熱心な話とやはり本当に
重要なところなんだなというそれのほうが強かった
です。以上です。 
 
九州大学 阿部康久氏 
 ありがとうございます。やはりかなり大学の学問
の役割が大きかったというところですけれども、そ
れを聞いて私も大変元気づけられました。どうもあ
りがとうございました。 
 
司会 服部英雄氏 
 学問が実際にこういう保存等に、歴史学は特に保
存ということで非常に強く昔からこだわってきまし
たけれども、幾つか多少縁石がありましたけれども
なかなかうまくいかなくて、現在先ほどの話で骨寺
と田染は成功しましたけれども、あと大阪府の和泉
佐野市にあります姫野荘というところが文化的景観

の選定に向けて取り組みを現在しています。それ以
外は非常に有名な荘園はたくさんありますが、ほと
んど景観をとってないような状況になっております。
今日は中世史のほうで放送大学の五味先生が来てお
りますけれども、もしよろしければご意見をお聞き
してよろしいでしょうか。 
 
放送大学 五味文彦氏 
 放送大学の五味です。突
然なので何をしゃべって
いいか分かりませんが、こ
の頃日本の各地をずっと
歩くことがありまして地
域の歴史をさぐる。それも
ただ中世だけではなくて
古代から現代にかけての
地域の一貫した魅力とい
うのをさぐっておりまして、どこにでもいいものが
あるんですけれども地域の人は気が付かないのです
ね。我々は外からはこういうふうに行って、こんな
ものもありますというふうに言うと、「ああそうです
か、そんなにすばらしいんですか」というふうなこ
とがしばしばありますので、ですから、そういう意
味でいくと日本の各地にはそういうものがいっぱい
ありますがなかなか気が付かない。そういうふうに
気が付かない部分をやはり学問はしっかり発見の方
法とかそういうものを示さなくてはいけないのです
が、どうしても学問というのは例えば歴史ですと、
私は中世ですが中世史とか近代史とかそれぞれ分断
されてしていましてなかなか全体像が示すことがで
きないという、そのへんの学問のほうとしても今考
えなければいけないことだろうと思いますね。です
から、学問と地域の人たちが真剣にぶつかり合いな
がらこういうふうなシンポジウムができていくとい
うのは非常にすばらしいことだと思います。それだ
けに耐え得るような立派なものがあります。それを
やはりしっかり次の世代に向けていくことが非常に
大事であるとともに、やはり地域の人がここに生き
ていてよかったなというものが両方でうまく積み上
げるといいかなと思います。こういうふうなシンポ
ジウムなどの取り組みですね。小崎のほうの取り組
みというか、全国区の一つのモデルとして訴えてい
きながらそれぞれについて活躍していただければと
そんなふうに考えています。 
 
司会 服部英雄氏 
 ありがとうございました。豊後高田市は連携とい
うことで３大学と連携していて、大分大学とも連携
されているとか、実は九州大学とも連携の話があっ
たのですが、どうやって進めていったらいいのかと
いうのがほとんど分からないので話が止まってしま
っているのですが、その点について別府大学のほう
から、大学との連携に関してということで。 
 
別府大学 飯沼賢司氏 
 別府大学の飯沼です。今大学の連携ということで
ありましたが、先ほどからお話を聞いていて、海老
澤さんの最後のお話も学問と社会連携ということで、
実は豊後高田市とは先だって10月の稲刈りの時に連
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携の協定をようやく結ば
せていただいたというこ
とです。もう前からしてい
るんだろうというふうに
言われていたのですが実
はしておりませんで、ただ、
実質的には非常に長い試
みをしてきたというか、長
い提携をしてきたんだろ
うと思います。これは九州大学もそうだと思います
ね。九州大学で学生たちが実は私たちは本当に勉強
の場として田染荘に出掛けて行っております。それ
はなぜ行ったのかと言うと、もちろん皆さんにこの
荘園の価値がある。それから市長を説得するとは言
いませんがいろんなことを言いました。そんなこと
よりも大切なことは、私たちがこの場を長い未来に
渡って私たちのこれからの子孫とか、これからの人
たちに残していく場としてやはりここが勉強の場だ
と本当にそういうふうに思ったのですね。別府大学
の場合は授業として実はここへ行っています。実習
授業として毎年行かせていただいたのですね。11年
前もあるいはその前から行っておりまして、荘園の
推進委員会ができてから本格的に行くことになった
のですが、学生たちがそこに行くことによって活き
活きとなって帰ってくる。それから僕はその当時文
化財の教員です。今も文化財ですけれども、そうす
るとこの文化財というのはまさにカルチャーですか
ら、耕すことから始めるんだぞと、まさに耕すこと
に出発してそこで体験することから学問を学ぶとい
うそういう場なんですね。そこで初めていろんなこ
とが分かっていく。そして調査をする。さっき五味
先生が言われましたが我々が分断されてそれぞれ古
代、中世、近世をやっているのですが、実は文化財
という概念を取り上げたときにはそれがなくなるん
ですね。つまり、トータルに古い時代から新しい時
代を含めてやらなければいけない。そこが学生たち
の本当の勉強の場になっていくんですよということ
ですし、最近は実は歴史の問題ではなくなって、文
化的景観というかたちになった最後の段階では田染
荘の調査をした時に自然の調査をたくさんしました。
つまり自然というのは私たちがつくり出した確かに
そこで見ている小崎の景色は人間がつくり出した景
色ですね。しかしそこに住んでいるたくさんの生物
たちがいっぱいいるんです。あるいは植物がいっぱ
いいるんです。うまいバランスの中で生きてきたの
ですね。ここをどうやって学んでいくのか、それで
実際に調べていきますとこの圃場整備をしなかった
ところでトンボの調査やホタルの調査をいろいろし
ましたけれども、さまざまな生物がわずかこの小さ
な空間の中で53種類のトンボを確認できるのですね。
これは水田を中心にしたり溜池をしたり水路とその
環境が長い間うまく保たれてきた。それが歴史の証
しにもなるし、そういうことを学べる場として実は
私たちは田染荘を残したいと思ったし、そういう場
として多くの人たちに、ただ学生たちが学ぶだけで
はなくて最近うれしいなと思ったのは、小学生や中
学生が来てくれると、それは大変なことだと思いま
す。それが来てくれることによって次の未来に渡っ
て新しい農業をやりたい学生たちとか、今実際に学

校でもやっていきたいという学生がいて、私の教え
子の中でも宇佐で勉強して農業をやろうとしている
学生たちがいます。そういう芽が出てきているので
すね。だからそういう場としてここが生きている。
だから、ここが生活正業成り立っていくことが大事
ですね。しかし、そこで学べるような場をつくり出
していく。そしてそれがずっと継続していくそのた
めには私たち大学もできるだけがんばらなければい
けない。せっかくこういう場が与えられているから
それにお手伝いできれば幸せだなと本当に思ってや
っているということです。感想めいたことですが、
すみません。 
 
司会 服部英雄氏 
 ありがとうございました。今日は豊後高田市遠く
から来ておられますので時間は４時半に終わりたい
と思っております。会場から一つ質問があって、田
染荘で写真展を見たけど丸々屋敷があったという質
問がありましたが、これは尾崎屋敷、為延屋敷、そ
ういう意味でしょうね。どういうふうに説明したら
いいでしょうか。小崎屋敷も為延もそれに匹敵する
ような存在であったかもしれないけど。かなり普通
の屋敷よりは大きな領主的な人たちのそういう扱い
であったかなと思います。最後にご発表されて言い
残したこととか、何かつけ加えたことがありました
らお願いします。 
 
河野忠臣氏 
 今日試食に出しました
田染荘の荘園米のおにぎ
りですね。いかがでござい
ましたでしょうか。実はこ
の荘園を守る一番のメイ
ンというのは荘園米にな
ると思います。この荘園米
というのはどうして出来
たかと言いますと、いわゆ
る安心・安全、これは有機肥料あるいは農薬を３分
の１ぐらいに減らす。それから美味しい米はどうし
て出来るかと言いますとこの３つの条件があるんだ
そうです。一つは水が非常に美しいところのお米が
美味しい。田染荘ではホタルが自然でものすごい量
のホタルが出ます。それで水がいいということと土
壌がいいということ、それから朝晩の寒暖の差、こ
の３つが大きな条件というふうに我々は教わりまし
た。それをメインにしてこれは個人的な土壌調査を
してそれに必要な肥料を改良して選定の合格をして
つくったわけです。最近は去年から今４人で営農組
合が作っているのが荘園米です。これは営農組合全
体が県の指定する手法のもとに検査をしたものとい
うことになっておりまして、我々はこのメインであ
る美味しい米をたくさん作ろうというふうに思って
おりますので、御愛用いだければと思っております。
ありがとうございます。 
 
河野洋子氏 
 私は先ほど別府大学の飯沼先生からお聞きして大
変うれしく思っております。あのように収穫祭、御
田植祭に毎年ご協力いただいて、そして女の子の学
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生が多いんですよ。その人
たちがどういう思いで来
ているのかなと思ってい
たのですが、後継者みたい
なお百姓をやりたいとい
うお話を聞きまして大変
喜んでおります。ありがと
うございます。 
 
河野繁利氏 
 私は長男が昨年自衛隊
を退職して今千葉のほう
で働いているのですが、も
う10年しないと年金をも
らえないので、あと10年は
死ぬわけにはいかないと
思って今後がんばってい
きたいというふうに思っ
ております。 
 
永松博文氏 
 やはり私ども田舎の都市になりますと人口減とい
うのが非常に心配になります。私ども現在２万５千
が今度の国勢調査で２万４千を割るのではないかと
いうようなことになっております。もし、誰か美し
い空気のいいところで住みたいという人がいたり、
定年退職をした人でそういう人がありましたらぜひ
ご紹介していただければ本当にありがたいと思いま
す。定年退職をしてもう一回花を咲かせることがで
きるのではないか、それが農業であってもいいので
はないかと思っておりますので、ぜひよろしくお願
いします。 
 
海老澤衷氏 
 私は田染荘と出会いが人生の大きな契機となった
と思いますので、田染荘に感謝しております。そし
てこういうかたちで田染荘というものを守っていこ
うというふうに皆さんが考えてくれているというこ
とだけで私にとっては胸がいっぱいになることです
ので、あとは何も申すことはありません。以上です。 
 
司会 服部英雄氏 
 本日は長時間ありがとうございます。田染荘小崎
が重要文化的景観に選定されてこれまでの取り組み
が一段落したわけですけれども、もっともっと全国
の人に知っていただきたいという思いがあります。
今日のシンポジウムはおそらく一つのステップにな
ったのではないかと思います。これをきっかけに皆
様方も足を運んでいただき、いろいろなかたちで関
わりを持っていただけると大変ありがたいというふ
うに思っております。今日はどうもありがとうござ
いました。 
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